
代表取締役社長 川合 大無：リビン・テクノロジーズ株式会社の代表しております、

川合と申します。よろしくお願いします。 

 

2023年 9月期第２四半期の決算説明をはじめさせて頂きます。 

 



まず、2023年９月第２四半期のハイライトです。 

営業収益 15.14億円、営業利益は 2.00億円、経常利益は 2.01億円、当期純利益 1.28

億円となりました。 

 

通期業績予想に対し、営業収益は 43.3%、営業利益は 40.2%の進捗です。第２四半期単

体では、過去最高の営業収益で、着実に伸長しております。 

 

事業計画が下期偏重になっている中で、第２四半期までの業績は堅調に推移しており

ます。 

 

月間平均クライアント数は、2022年９月期第４四半期から 83社増加し、2,171社とな

りました。ARPU（クライアント平均請求金額）は、129,802円で、2023年第１四半期

から 25,391円増加しました。 

新サービスの『ぬりマッチ』と『メタ住宅展示場』は期中の収益貢献に向け、営業活

動に注力しております。 

2023年２月には、不動産管理会社向けの営業支援の SaaSである『BAIZO KANRI』事業

の譲受契約を締結しました。今期の重点施策である M＆Aには、引き続き注力してまい

ります。 

https://gaiheki.lvnmatch.jp/
https://www.metaexpo.jp/
https://lp.baizo-kanri.jp/


 

営業収益・営業利益の通期業績予想に対する進捗です。 

営業収益・営業利益とも通期業績予想に対し、40%超の進捗率です。 

 

営業収益は通期予算が 35億円に対し、15.14億円で、進捗率は 43.3%となりました。

営業利益は通期予想が 5億円に対し、 2億円で、進捗率は 40.2%となっております。 

これは社内通りの進捗です。 



 

第２四半期までの P/Lはご覧の通りです。 

 

営業収益・営業利益ともに、社内計画通り進捗しています。 

  



四半期ごとの営業収益の推移グラフです。 

2023年 9月期第２四半期の営業収益は、第２四半期単体で見ますと、8.46億円とな

り、第２四半期単体で過去最高を更新しました。 

  



続きまして、四半期ごとの営業利益、及び営業利益率についてです。 

営業利益に関しましては 第２四半期単体で 1.2億円となりました。営業利益率は

14.2%と高水準になっております。 

  



KPIの一つ目、稼働ベースの月間平均クライアント数に関しましては、堅調に推移し

ております。  

第２四半期時点で、2,171社となり、過去最高を更新しました。 

  



KPIの二つ目は、ARPU（クライアントあたりの月間平均営業収益）です。 

第２四半期は 129,802円となり、第１四半期と比べ、増加しました。これは、営業収

益の増加に伴うものです。 

  



B/Sはご覧の通りになります。 

 

利益剰余金が 1.28億円増加しました。 



続きまして、この 2023年９月期の重点施策とその進捗状況についてです。 

ご覧の通り、2023年９月期は、５つの重点施策を掲げております。 

 

一つ目は、クライアント数の増大です。 

主力サービス『リビンマッチ』における、「不動産売却領域」のクライアント数増大

を最優先事項に据え、同時に、新サービスのクライアント数増大を目指しておりま

す。進捗としましては、稼働ベースで 2022年９月期第４四半期末比＋83社となって

おります。 

 

二つ目は、新サービスの収益化です。 

外壁塗装のマッチングサービス『ぬりマッチ』と、VR住宅展示場『メタ住宅展示場』

の収益化を目指しています。『メタ住宅展示場』に関しましては、VRモデルハウスの

掲載棟数が 2022年９月末比＋331棟となっています。 

 

三つ目は、M&Aの成約です。 

M&Aにより、事業領域の拡大と、新たな収益源の獲得を目指しています。今期の目標

が、２件の M&A成約を掲げておりまして、現在１件の成約となっています。2023年２

月に『BAIZO KANRI』事業を譲受いたしました。 

  

https://www.lvnmatch.jp/
https://gaiheki.lvnmatch.jp/
https://www.metaexpo.jp/
https://www.metaexpo.jp/
https://lp.baizo-kanri.jp/


四つ目は、粗利フォーカスです。 

WEBマーケティング効率の向上と、粗利の高い商材の積極営業を行っています。マー

ケティングに関しましては、集客効率改善の兆しが出てきております。高粗利商材を

ご利用いただいているクライアントが増加傾向にあります。 

 

５つ目は、組織の改編です。 

全部門を、代表取締役である私の直下に配置すると同時に、部門を増設し、専門性を

高め、業務遂行力の向上を目的としています。こちらに関しては、第２四半期で組織

の改編自体は完遂しております。 

  



３つの領域拡大と５つの重点施策についてです。 

拡大させる領域の一つ目は、「不動産売却領域」です。我々の主力サービス『リビン

マッチ』の不動産売却領域のマッチングサービスを、更に拡大させ、圧倒的ナンバー

ワンを目指しています。 

 

二つ目は、「非不動産売却領域」です。「非不動産売却領域」は、外壁塗装の比較サ

ービスの『ぬりマッチ』や、VR住宅展示場の『メタ住宅展示場』など、新サービスで

拡大させてまいります。 

 

三つ目は、「不動産 DX」領域の拡大です。こちらは業務支援システムなどの不動産業

界の DXを推進するサービスが該当します。今回、『BAIZO KANRI』事業の譲受で進捗

しております。 

  

https://www.lvnmatch.jp/
https://www.lvnmatch.jp/
https://gaiheki.lvnmatch.jp/
https://www.metaexpo.jp/
https://lp.baizo-kanri.jp/


2023年９月期通期の見通しです。 

進行期の業績見通しは、営業収益 35.0億円、営業利益 5.0億円、経常利益 5.0億円で

す。通期の業績予想は、期初計画通りとなっています。 

  



 

以上で 2023 年９月期第２四半期決算説明を終了させて頂きます。どうもありがとうご

ざいました。 


